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佐用郡謹蝶類及び天蛾類の採集の架.  ，、
井 仁三F

刀す 卒口
J  

小生も久し〈昆虫の石町究から還ささ・かつて居 b ますが室井氏から「兵庫生物」に何か書けとしきち
，にいわれる故、古い記憶を呼ぴおこして、せめて蝶類の事だけでも記述して見ましょう。何しろ四

十年も以前の事ですから近頃さーんな方が如何な研究をされにやら一向知らすもに居ますから皆目不知

案内の官ー語りに過ぎません a

かつて名和昆虫面安所議行の雑誌、「昆虫世界」に佐用郡藍蝶類目録を麓表しまし? こが4其の雑誌
も今は手許にな{ 正確な数もわか b ませんカヘ確か八十二、三種が佐用郡に産する筈です。

を
す同

一、鳳蝶科 アグハ、クロアグハ、カラスアグハ、オナガアグハ( 梢少ない) は英の幼虫の食

事なる柑橘類、サンショウ、フユサンショウ等に来て産卵しているかちこれ等の樹の周辺を注意す'

な標本が得られる、越冬しfこ鴫は四月中旬頃、春型小型の蝶が出る、又蝶が出ないで、アヂハヤド

習パチという姫蜂科の寄生蜂の出る事もある。 ジャコウアグハはウマノスズクサを食うから此の

ー草の群生する堤等の辺には、よ 4飛んでいる。又其の幼虫や踊( オキクムシ) も探せば獲られる Q

アオスタアダ叶ま樟、タブノキ等の害虫であるが、麹が非常に速くて捕獲しに〈いQ キアグハは=
シジン、ヤブジラミ、ボウフウ等を食うからこれ等の食草の附託によ〈飛んでいる Q キアグハの幼

虫は非常に複雑な色彩を持っている。アダハチョウ類は大形で尾がいにみやすわから、かる〈す{

うてブミの中で麹の表面を内にして? こ〉ませ胸部を指先で爪を? こで冶おしころし採集箱に針でとめ

るのです、。百合、サンショウ、セン= シソウ、ク γ ツヅラ等の群1 E へはこれ等の蝶がよ〈来て花蜜

を吸うものである a 叉路上屋辺の7K溜りや牛馬糞等へ来る事もよ〈ある。モシキアヂハは本郡では
一回見? こ限 bで中々とれない。ウスパシロチョウは西庄村の西大畠と小日! おと両部落の近辺山裾の
; 草地に? ゴけ、五月下旬から二週間ばかりの期開発生する( 石井村にも出る様lこ思うが確信がない〉
これは趨の弱い蝶で午前中無風の時山裾をヒラヒラと沢! おとんでいるから、三、四十沼位わけなく
kれる Q 丁度岐阜市の郊外金華山の裏に特産するギフチョウと共過しに性質のものであ b ます。

、4

二、精牒科 モシシロトョ号、モシキチョず、スジグロチョウ、キチョウ、ツマグロキチョウ ι

は普通のもの故採集も容易であ石炉、ヤヤキチョウは成虫で越年し、早: 春温暖の日にはヒラヒラと

品て来志こと、キチョウと同じである。、又九、十月頃ソパの花にはよく来る、' ツマーキチョウは山地

4こ四丹中旬頃から沢山出る Q

三、斑1111科 アサギマダラ一種? ごけ、ぞれも小生は一回一潤限り採集しにのみa

四、峡牒科 ヒオドシチョウ、アカタテハ、ヒメアカタテハ、 Jレリタテハは越冬する故早春暖

臼には採集する事がある。ヒメイチモンジチョウの存型は実に美麗である Q 商庄村小日山の部落か，

ら二十了ばかり奥人行〈と王月頃、これが無数に群飛している。ホシミスジチョウは高倉山( 久崎

可と佐用町との境) ! の北問中腹一三、ニヵ所に七月頃に限り出現する。ミスジチョウは我が久崎町楠

剖飛龍の滝の六、七了下流に七月頃に限り少しだけいる。じヨウモンチョウの類は六月頃千種川原
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に沢山発生して、絢臓な其の趨を初夏の陽炎に埠めかす。又か心同じ〈路上の水溜や屋辺や牛 i
で、，馬糞等に来る Q - メ与えグロヒョウモンは秋季ソパの花でよく kれる。スミナガシ、コムラサキ、ムラゴ宮

タキチョウ等は久崎町下秋阜、長野の滝の下流山林によ〈居る。、措擦の天牛の幼虫による虫孔の樹 1
，- -J 液によく集まっている。此の樹液はアルコ戸ルの様な強い臭載を放っから、これ等の蝶の外、クヮ 3
7  
u  ドシチヨ‘ウは榎の害虫であるから、六月比は葉に輔がぶらさがり、梅雨の晴間等には目も糠な新し3
1 、蝶が出て利。キグテハは河辺のカナムグラによ〈居る。幼虫はぞの融であちます。， ーか鞠

e  主主ミ蛇目蝶科 ジヤノメチョウ、ヒヶカダチョウ、キマグラチョウ、コジヤノメ、ウスイロコジゴ

ヤノメ、クロヒカグ、ヒメウラナミジヤノメこれ等iま普通ざこでもとれる a キマダラモドキは前記 J
E三野の滝の下涜の池のlまとりに7ごけ見られる。ヒメキマダラは本郡に隣接せる行者! l1ぐ岡 111鯨英国町
郡東粟倉村〉の中腹海抜七、八百米位の地点でとれる。ウラナミジヤノメ、ヒメヒカグは七、八月 '  

頃久崎町内でも折々とれるー

ベユシジミ、ツパメシジミ、ヤマトシジミ、シジミチョウ等は普通のもので路

傍でも屋辺でも採集出来る。ヤマトシジミに似たゴマダラシジミの幼虫は笹の葉の貝設虫( 白域を

分泌して民自 t見える) を食するのであるから此の貝殻虫の寄生している笹を注意すれば、幼虫も

ミシジミの幼虫は寸小、豆、イシゲンマメ等を食害する

入高見筆太郎氏が久崎町でご淘採集し? こぎ b、小生はま Tごとつに事はない。ツマグロアカツパメ、ー
ウラナミアカツパメ、アカツパメチョウ等は折キ雑木山の林崎、高〈とぷので採集困難な種類であるピ

クロシジミはミスジチョウ主同じ〈高倉山の北商に限り棲息ずる、ウラギジシジミは蝶で、越年する。日

夏款の頃山間の7Ktこまりの辺へ沢山菜っている事がある。ルリシジミ、コツパヌは早春発生する。
前者の幼虫はカシの葉を食う Q

七、天狗蝶科 テングチョウ早春からいつも、ぽつぽつ発見される Q

八、拐蝶科( セセ習チョウ〉一 イチモンジセセリは稲の害虫で、ハナセセリはこれによえ似てい

るが後趨の白斑がー列に l立しく並ばすもに犬牙放をなして居ち、笹の葉を食う、チヤマダラセセリも

中形で珍らし〈ないa アオパセセリは此の科中、最大形種で趨が迅い Q ニ' ンジンのTEへよ〈来て蜜 F

を吸うでいる。ダイミヨウセセリは六月頃から f& C 迄、始格山道で持集出来る Q チヤパネセセリ、ヨ

チヤパネセセリ、キマダラそセリ、コキマダラセセリ、ヒメキマグラセセリ、クロスジセセ F等小
形種いろいろ櫛田の滝、長野の滝、小日山等でよ{ 採集しfこものである Q

天蛾類 41 

佐用郡にも 24-25程は産すると思うている。ユウガオペットウの別名の通り、夕暮方に活畿にと
びまわって、マツヨイグサ、オオマツヨイグサ、ユウガオ、クチナシ、チョウセンアサガオ、クサ

王子、カワラナデシコ等の花から花八、とびまわって其の特有の長い吻を長い花管にさ 1じ入れて花蜜を

ア/ 吸いプウプウと鈍い麹雪を立でるから、其の時刻が一番探集の好機会である炉、捕虫網からうま

〈、毒ピンに入れて殺し、ー早 t採集箱に針でとめないと鱗粉が剥落して種類の鑑別が困難になる。
何しろ飛朔が活漉であるから自己の運動によってすでに趨粉のはげているものが多い@ かつて名和、
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して原図をつ{ られ? こものですQ スキパホウジヤク、ヒメホウジヤク、ホウジヤク、コスカシパの

類は日中にもよ{ 花へ来ている Q ウチスズメは内雀という意味であろう、燈火を親うてよ〈屋内に

来る。其の他クロクモスズメ、シモフリスズメ、ェピガラスズメーメンガタスズメ等もよ〈火に来

るa 天蛾は輔で土中に越冬するかち各種のイモムシを其の食享で飼育し底に土を一寸ばかり入れて

お〈と其の中へ入ってうすいマユを土でつ立ってつ( 1 ) 其の中で明化する、土がしめらぬ穫に注意

して越冬させると五、六月頃、それぞれ羽化して完全な槙本が得られる o 普通うそ蛾類の食事を挙げ

て見ると

エピガラスズメ 甘藷 クロクモスズメ フ。ドウ ，: 
メシガグスズメ 胡麻、茄子 ヒメホウジヤク ‘ヘクソカヅラ

シモフリスズメ キ P、クサギ ホウジヤク カワラマツノミ

クロスズメ 松 べz スズメ カワラマツノf、マツヨイグサ

モモスズメ 桃、 主嬰 キイロスズメ ヤマノイモ、オ = 1 2 コロ

オオスカシパ クチナシ コスズメ ブドウ

7 . ) レマスズメ フ1ドウ セスジスズメ サトイモ、ハング

ついでに採集地め案内をしておきます。山陽本線上郡駅から、パスで三十分久崎で下車すると、

ぞれよ b谷へは問南二十了、橋国の飛滝へは約二十了( 東方〉叉久崎の次の円光寺でパスを下 bれ
ば西南約十五丁で下秋豆、長野につきま、す。長野の池から清まで約十三了あります。キマダラモド

キのいるととろです。円光寺の次の上月ぐ姫新繰上月駅) でパスを下車すれば問庄村で、聞大畠迄

約一塁、そこから小日山を経て大日山部落lこぐ此の間約四十丁) 週十る谷川許いの林道や、支流の

谷々は植物も豊富で見虫の採集におもしろいところです。五月下旬1J>ら六、七月は一番好季節であ

ります。叉九月末頃、ツリフネソウの満開期にも随分おもしろいものがとれる。

νヘr

(第45頁より続く〉
佐藤先企は癒J lI高校( I 日滝中〉在職、! 日博物学会当時
の設立者粂幹事として大いに動かれました。生物学会
の今日あるのほ会〈、問先生等の御i婆で御座いますO

室井生
① i六甲から三営化走るバ Z を宜毛で捨て』北Uて登
る事約一粁牛、 Canadian School のナぐ上の墓の一
つ代、はっきりと木の肌と年輪とを示している直径30
糎陀及ぶ化石らしきものがある。路傍に忘れられた宝
でほないぞろうか。 松陰女学院 武智芳美

⑦ 生活の科学 E の p 4久 3生殖籾胞のでき方の5行
自民「… 2図の減数分裂をへて 4個、の精子ができる。J
と述ぺてある o とれでは生物の染色体数は受精を経て

発生Lタても代を重ねる毎伐とド減ナる。もっとも同 p.48
の停10図の説明より列断し得るがちょっと読むと不審
な気持を起させる誇である。 市立湊川i高横山章
① 左容と右巻、アサガずは主主を: o : 代理ききまナ。とれ

物とで廷反対はおかし. い、統一ば出来ないものでしょ
うか。 兵庫高室井紳
①腕牛をガラス器に飼って日蔭を遭っておくと、
活動ナる時は明るい方へ、休止の時は暗い方へ集る習
性が認められる。苔k 人聞が醒めている限り明るさを
求あ、就阪の際ほ消燈ナるc と似遇う所があって面白
い o 神戸市紳柴λI、古川博二

- 51 ー
岬


